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　皆様こんにちは。年末から厳しい寒さが続いており
ますが、お変わりなくお過ごしでしょうか。私の勤務
する病院でも年明け以降、入院患者さんが増加してお
り、医療現場の忙しさを改めて感じております。
　女性医師は年々増加しており、厚生労働省の報告に
よれば、2022年に女性医師が占める割合は23.9％と
なりました。1998年の13.6％と比べ約10％増加し、
医療を支える重要な担い手として存在感を増していま
す。一方で、働き方の多様化やキャリア形成、ライフ
イベントとの両立など、女性医師を取り巻く課題は複
雑化しており、女性医師同士がつながり、悩みや経験
を共有できるネットワークの重要性は、これまで以上
に高まっていると感じております。
　滋賀県女性医師ネットワーク会議は、滋賀県で働く
女性医師による支援のネットワークとして2011年に
発足しました。現在は、滋賀県病院協会、滋賀医科大
学、滋賀県医師会から選出された８名の女性医師が委
員として活動しております。時代ごとの課題をテーマ
に、滋賀県内の医師や医療機関を対象としたアンケー
ト調査を実施し、集計結果の報告や講師を招いた年１
回の交流会を開催しています。また、必要に応じて滋
賀県知事への提言も行っております。
　さて、2025年12月14日に第12回滋賀県女性医師
交流会を開催いたしました。今回も対面とZoomを併
用したハイブリッド形式とし、対面39名、Zoom12
名と多数のご参加をいただき、盛会のうちに終了する
ことができました。

　今回のテーマは「医師のキャリアに正解はあるの
か？～多様性の時代を生き抜く働き方～」とし、藤田
医科大学 病理学講座 主任教授の南口早智子先生にご
講演を賜りました。
　ご自身の妊娠・出産のご経験を交え、病理医を選択
された背景や女性医師のタイプ別の特徴、周囲のサ
ポートの在り方について示唆に富むお話を伺いまし
た。また、いわゆる「直

ち ょ く び

美」にも触れられ、報酬面だ
けでなく、臨床現場の過酷さや家族との時間を求める
思いが背景にあることを共有いただき、深く考えさせ
られました。
　講演後には、「医師のキャリア形成にかかるアンケー
ト結果」を報告いたしました。本調査は滋賀県内で勤
務されている医師343名にご協力いただき、県内の現
状を多面的に把握する貴重な機会となりました。
2013年調査との比較を通じて、女性医師の労働環境
や意識の変化についても報告いたしました。
　また、会場内アンケートでは、現在の働き方に満足
している、またはどちらかといえば満足と回答した方
が91.3％でした。
　本会の活動を通じて感じ
るのは、女性医師・男性医
師という区別を超え、すべ
ての医師が仕事と家庭、人
生の課題に直面していると
いうことです。一人ひとり
が誇りをもって医療に従事
できる環境づくりに、橋渡
しとして関われるよう、今
後も時代の変化に応じた活
動を継続してまいりたいと考えております。
　最後になりましたが、皆様のご健康とご活躍、なら
びに関係各位のさらなる発展を心より祈念申し上げま
す。

第 １ 回　2012年12月 ５ 日 今　舵を切る！多様な働き方へ
女性医師の勤務環境改善に向けた講演２本・総合討論 第 ７ 回　2018年10月27日 みんなが活躍できる働き方改革

キャリアアップに関する講演、働き方ケースカンファレンス

第 ２ 回　2013年12月 ７ 日 ワーク・ライフ・バランス
ワーク・ライフバランスに関する講演・アンケート・座談会 第 ８ 回　2019年11月30日 本音で語ろう　どこで、どんなキャリアを磨くか！

医師のキャリアに関するパネルディスカッション・アンケート・座談会

第 ３ 回　2014年12月 ６ 日 私たちが働き続けるために～長時間労働の医療界に風穴を開ける～
改善取り組み事例、ロールモデル紹介の講演・アンケート・座談会 第 ９ 回　2022年12月10日 医療現場のダイバーシティ

オンライン講演・パネルディスカッション

第 ４ 回　2015年12月 ５ 日 医師のワーク・ライフバランスが実現できる職場環境づくり
事例紹介の講演、ドクターズクラークに関するアンケート・座談会 第10回　2023年11月11日 医師の働き方改革到来！

滋賀県副知事、各病院の講演４本、パネルディスカッション

第 ５ 回　2017年 ２ 月18日 古くて新しい「当直」問題
滋賀県副知事、健康管理センター理事長の講演、座談会 第11回　2024年12月８日 医師キャリアアップ！ミニ座談会

医師の発表5名、座談会、Zoom併用

第 ６ 回　2017年11月18日 女性医師も男性も楽しく働く‼
女性医師支援、活躍について講演２本、パネルディスカッション 第12回　2025年12月14日 医師のキャリアに正解はあるのか？～多様性の時代を生き抜く働き方～

講演医師のキャリア形成にかかるアンケート結果報告、Zoom併用

2025年度滋賀県女性医師ネットワーク会議の活動を振り返って。
医師のキャリアに正解はあるのか？〜多様性の時代を生き抜く働き方〜　ー第12回滋賀県女性医師交流会を終えてー

2026年（令和８年）３月

vol.15

滋賀県女性医師
ネットワークだよりネットワークだより



◆南口早智子先生講演
　「多様なキャリア形成に必要なサポート〜先に生まれ
たものが考えること〜」と題し、藤田医科大学 病理学講
座 主任教授・南口早智子先生にご講演いただきました。
紙面の関係上、講演内容の一部をご報告いたします。
　講演は、南口先生の自己紹介から始まりました。学
生時代は産婦人科と小児科に興味を持たれていました
が、６回生の夏に第一子を出産されたことを契機に病
理医を選択されたこと、病理医の絶対数が少ないため、
その後も辞める選択肢がなかったことなど、率直なお
話がありました。続いて病理医という職業について解
説されました。精神科を除くほぼ全領域をカバーする
必要があり、常に知識のアップデートを求められる一
方、患者と直接対面する機会が少ないため、比較的ワー
ク・ライフ・バランスを保ちやすい点がメリットであ
ると述べられました。
　また、グラフを用い
て女性医師の増加や、
女性医師の就業率にお
け る、 い わ ゆ るM字
カーブが長く続くこと
を示されました。
　あまり知られていませんが、「女性は平均寿命が長
いため、医師の就業率は76歳で男女差が逆転する（!）」
という特徴についても紹介されました。
　さらに、昭和生まれの男性医師と比較して、近年の
若手男性医師は育児休暇を取得する割合が少しずつ増
えてきており、「イクメン」「主夫」といった言葉はい
ずれ不要になるべきであると述べられました。女性医
師は産休・育休によるキャリアの中断により不利にな
りやすいものの、自身に合ったキャリアプランを主体
的に考えることが重要であり、先に生まれたものはそ
れをサポートする必要があることと強調されました。
女性医師はいわゆるマミートラック（子育て中の女性
が、育児復帰後に本人の意に反して補助的な業務や責
任の無い仕事に就くことになり、キャリア形成が阻害
される現象）に乗らないこと・周囲は乗せないことの
重要性についても言及されました。産休・育休中に同
僚に負担をかけることに甘んじるのではなく、復帰後
は限られた勤務時間内で自分ができることを最大限行
い、同僚の信頼を得る姿勢が大切であると述べられま
した。具体例として、京都大学病院勤務時代に、生体
肝移植術症例のデータベース作成や移植外科とのカン
ファレンス（仕事の手を一旦止めてカンファレンスに
参加することは病理医にとってそこそこ負担である）
を、自ら担当されたご経験を紹介されました。これに
より周囲の負担軽減に貢献するとともに、400例以上
の生体肝移植症例をご自身でまとめられ、学位論文に
結実されたことをお話くださいました。
　最後に、良いキャリアパスとは複数の施設で研鑽を
積み、仕事を「楽しい」と思うことができるかどうか
であること、また指導的立場にある者は、若手女性医

師が「邁進型」「両立型」「時々医師型」のいずれに該
当するかを見極め、それぞれに応じたサポート行う必
要があるとまとめられました。終始、京都弁とユーモ
アを交えたお話で、参加者にとって大変示唆に富む内
容でした。� （文責　辻和香子）

◆会場アンケートのまとめ
　当日会場に来られた方にアンケートをお願いしまし
た。その結果の一部をご紹介いたします。

　アンケート結果を見る範囲では、「多様な働き方」
は受け入れられており、「チーム医療やコミュニケー
ション力」や「柔軟な働き方への適応」が必要である
と考えられました。会場にお越しの先生の80％はご
自身の専門を「選んでよかった」と思っておられます
が、「戻れるならば内科系、外科系や小児科を選び直
したい」と言われる方も30％程度おられました。

◆ご参加いただいた皆様からの感想
　交流会終了後に参加者の皆様に感想を伺いました。
現場でのアンケート（前述の会場アンケート）取りま
とめに関しては興味深かった、オンラインはありがた
い、南口先生のお話にパワーを頂いたといった内容の
ご意見が多数寄せられました。多数のご意見をいただ
き、ありがとうございました。（文責　梅田朋子）

2025年12月14日　第12回
滋賀県女性医師交流会



医師のキャリア形成にかかるアンケートを実施しました。
　滋賀県女性医師ネットワーク会議では、令和７年７
月１日から９月15日まで、主に滋賀県内で勤務する
医師を対象に「医師のキャリア形成に関するアンケー
ト」をオンライン形式（Googleフォーム）にて実施
しました。その結果の概要を、第12回滋賀県女性医師
交流会にて発表いたしましたのでご報告いたします。
回答総数は343名（男性医師146名、女性医師197名）
で、年齢構成および主たる勤務先は図１の通りです。

医師のキャリア形成にかかるアンケート結果
〜キャリア形成について〜

　勤務形態（図２）では、30～40代で他の年代より
非常勤や時短勤務の割合が高く、その理由として男性
は「大学院進学」、女性は「出産・育児」が最多でした。

　また、常勤職の中断経験については、男性13.0%
に対し、女性は37.1%にのぼります。常勤を継続で
きている要因（自由記載）では、「家族の協力」が最
も多く、次いで「未婚・子がいない」「職場の理解」
と続きました。さらに、常勤継続において困難を感じ
た経験については、男性のおよそ４割、女性の６割が
あると答え（図３）、その理由（自由記載）として男
性が「仕事」に関するものが多い一方、女性では「子
育て」が最多でした。常勤継続に必要なサポートとし
て、当直・休日勤務の免除、ワークシェア、オンコー
ル軽減、子の年齢を問わない時短勤務制度、家族の協
力、教育・研究時間の確保などが挙げられ、これらの

環境改善が依然として強く求められていることが浮き
彫りとなりました。
　当会議では、10年前にも女性医師を対象とした同様
の調査を実施いたしました。前回調査との比較を通じ
て、この10年間で改善された点や、依然として残る課
題を明確にし、今後の活動に活かしていきたいと考え
ております。最後になりましたが、本アンケートにご協
力いただきました皆様に心より感謝申し上げます。
� （文責　山原真子）

　医師のキャリア形成にかかるアンケート結果
〜「医師の働き方改革」について〜

　今回のアンケートでは、2024年４月に本格的にス
タートした「医師の働き方改革」についても設問を設
け、施行前後での働き方の変化などについても調査し
ました。結果として、労働時間については、「あまり
変化がない」との回答が大多数でしたが、以下のよう
な傾向が見られました。実際の労働時間は、男性医師
が女性医師に比べ、長時間勤務や宿日直、待機に従事
する割合が高く、働き方改革以後、女性医師よりも労
働時間の減少を実感している割合が多いことから、労
働時間の是正において一定の効果があったと考えられ
ます。

　「自分のために使える時間」は男女ともに、「増えた」
よりも「減った」という回答の方が多く、労働時間の
短縮が直ちに私生活の充実に結びついていない現状が
伺えます。

　勤務先別の評価では、収入について、公立病院や大
学病院勤務の医師の約30％が、「減った」と回答して
おり、働き方改革の負の側面として現れています。



お問い合わせ先： 滋賀県大津市瀬田月輪町 滋賀医科大学 クオリティマネジメント課内
　（事務局）　　滋賀県医師キャリアサポートセンター　TEL 077-548-2826　FAX 077-548-2832

E-Mail：ishicsc＠belle.shiga-med.ac.jp　HP：https://shiga-ishicsc.jp
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西島　節子
彦根市立病院

小児科　主任部長

佐藤　知実
滋賀医科大学

医師臨床教育センター
副センター長

松林　優子
大津赤十字病院

新生児内科

　また、大学病院勤務の医師に「働きにくくなる」と
感じる医師が多い傾向にあり、診療のほか、研究・教
育という業務が、労働時間制限の影響を受けることへ
の懸念によるものと推察されます。

ワーク・ライフ・バランスを整えるために挙げられ
た手段としては、１位「休暇取得しやすい環境」、２
位「医師の増員」、３位「上司の理解」でした。
　今後は、労働時間の是正だけでなく、気兼ねなく休
暇をとれる環境や、労働に見合う給与の改善、診療に
加えて研究や教育にも十分時間と人員をかけることの
できる体制作りなどが必要と感じます。詳細について
はキャリアサポートセンターHPにアンケート結果を
後日掲載予定です。� （文責　北原左和子）

滋賀県医師キャリアサポートセンター からのお知らせ

　滋賀県と滋賀医科大学が共同で設置する当セン
ターでは、県内で働かれている、働こうと考えて
いる医師・医学生を対象とした総合相談窓口を設
置しています。子育てとキャリアの両立、県内医
療機関への就業 ( 復職 ) など様々な悩みにお応えい
たします！

https://shiga-ishicsc.jp

　社会全体が「働き方改革」
と称して働き方や生活を考える
ようになりました。しかし、妊
娠、出産、子育て、介護など
と仕事の両立は簡単にはいき
ません。
　今後も女性及び男性
医師を応援できる活動を
していきましょう。

　南口先生の快活なお話を伺
い、先生のお人柄に触れて元
気が出ました。自身もまた、
後輩の方が多い年次になって
きたことを思い、彼らのために
何ができるか
を考えていき
たいと思いま
した。

　アンケート調
査を通して、
他の先生方の働き方や悩みに
触れ、共感するとともに自分自
身の働き方を見直す機会となり
ました。
　多くの先生方が、南口先生
の仰る「仕事を楽しいと感じら
れる、良いキャリアパス」を歩
めるよう願っています。

１年間ありがとうございました‼

滋賀県女性医師ネットワーク会議 : https://shiga-ishicsc.jp/female-doctor-network-meeting

2025年度の活動を振り返って
～委員からのつぶやき～


